【別紙】　　佐賀県地域共生ステーションの具体的な実施イメージ
 宅老所：住み慣れた地域で、民家等を利用し安全で家庭的な雰囲気の中で、高齢者等の介護や生活支援を提供している施設になります。住民やボランティアの参加なども取り入れ、地域に密着した、高齢者を支える施設と表現することもできます。主に「通い」や「宿泊」を取り入れた支援が多く、介護保険外の独自の福祉サービスになります。民家改修型の比較的小規模なものが宅老所のイメージにありますが、規模や定員など様々なものがあります。主に介護保険の通所介護と合わせてサービスを行っているところが一般的になります。
 ぬくもいホーム：子どもから高齢者まで年齢を問わず、また障害の有無に関わらず、誰もが自然に集う場所を提供することができ、住み慣れた地域の中で安心して生活していくことができるように提供していく地域の拠点のことです。
介護や子育てなどのサービス、生活支援など、多様な事業を実施し、「地域共生社会」「地域づくり」等を目的に、地域のニーズに応じた様々な福祉サービス（具体的には、デイサービスや配食サービスや送迎サービスなど）を同時に提供するという特徴があります。ぬくもいホームは、佐賀県の地域福祉支援計画の重点施策となります。
 　 交流サロン：地域住民が身近な生活支援等に参加し、自らの介護予防と互いに支え合えるまちづくりを推進するための拠点です。高齢者の通いを中心としながらも、子どもや障がいを持つ人など誰でも通うことができます。サービスを受けるというものではなく、「地域づくり」なので、参加する人が主体的に活動内容を決め、自由に過ごしていただく地域の集いの場となります。　
